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１．概要（Summary ） 

 半導体をはじめとする電子デバイスの多くの製造

プロセスでプラズマが利用されている。基板の大口径

化やパターンの微細化に伴い、プラズマの面内分布の

均一性が重要になってきており、当社ではその簡易的

な評価をするツールとして、プラズマに反応して変色

する機能性色材（プラズマインジケータ）を開発して

いる[1, 2]。今回、変色層と粘着剤付きの基材から構

成されるラベル型のプラズマインジケータを作製し

た。このラベル型プラズマインジケータは、200℃の

耐熱性を有し、手軽にどこにでも貼り付けられること

を特長としている。本報告では、ラベル型プラズマイ

ンジケータに対して種々のプラズマ処理を行うこと

でプラズマインジケータとしての性能評価を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

 ラベル型プラズマインジケータは、変色層として色

材、溶剤、バインダーで構成されるインキ組成物を粘

着剤付のポリイミドフィルムに印刷し作製した（Fig. 

1）。 

 

 

 

 

 

 



プラズマ処理実験に際して、以下に示す 2装置を利

用した。 

・B52：ICP‐RIE装置 

・B53：簡易 RIE装置 

 シリコン基板上にラベル型プラズマインジケータ

を貼付け、プラズマ処理を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 2に今回作製したラベル型プラズマインジケー

タの種々プラズマに対する変色性を示す。 

 今回実験した何れのガスでも変色が認められ、ガス

種により乳白色（未処理）から黒色、橙色、淡黄色と

様々な色に変色することがわかった。色材の変色には

プラズマ中の活性種（イオン、ラジカル、光、温度な

ど）が寄与していると考えられ、変色メカニズムの解

明が今後の課題である。 

 今後は開発したプラズマインジケータの変色メカ

ニズムの解明と実用化に向けた量産プロセスの開発

を進めていく。 
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６．関連特許（Patent） 

 なし。 

Fig. 1 Structure of Plasma indicator. 
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Fig. 2 Discoloration of Plasma indicator by various 

plasma treatments. 
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